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【語彙】 
・に：対象を表す助詞の場合、通常は「んかい」を⽤いるが、⽂字数制約のため古⾵な「に」
を⽤いた。時間を表す場合は「に」でＯＫ。 
・知事(ちじ)：諦めました。また、明治時代も「知事(ちじ)」は沖縄語会話中の常⽤語とし
てあったようなので、⽇本語からの外来語ということにしたいと思います。 
・⾏会(ʔ いちぇー)：会う事。会⾒。会談。 
・〇〇造(ぢゅく)い：〇〇⼯事。「みちぢゅくい：道路⼯事」。 
・なー 成(な)ゆん：完了する。終わりになる。 
・⾸尾御祝(しゅび ʔ ういうぇー)：落成祝。完⼯祝。「しゅびゆーうぇー」でも可。 
・巡(みぐ)い：1. 周囲。2. 回転。また、⾦銭がまわること、事業を経営すること、⾷物を
消化すること。3. (接尾)〜周。〜めぐり。〜まわり。 
Cf. 「みぐいやんじ」事業の失敗。 
  「みぐいむん」働き者。活動家。 
・ʔ いせー：委細。詳しいこと。詳細。 
・かがなゆん/かがないん：関係する。関与する。 
・やまとぅ：1. 薩摩。2. ⽇本。普通「ʔ うふやまとぅ」と⾔う。 
薩摩藩の荘園「⼭⼾」説、奈良の旧国名「⼤和」説があり、どちらも甲⼄つけがたいので漢
字表記は回避する。 
・御座(うざ)：1. 政府。内閣。最⾼⾸脳部。2. お座敷。「座(ざー)」の敬語。 
・触(ふ)りー：お上からの通知。おふれ。布告。 
・取(とぅ)い計(ふぁか)らゆん：取り計らう。計画し、処理する。 
・居(い)しゆん：1. 据え置く。2. 設ける。つける。「かた いしゅん：規則を設ける」。3. 座
らせる。4. 地位につける。 
・内外(ʔ うちふか)：1. 内外。内と外。2. 家の内外。3. 近親と他⼈。 
・念掛(にんが)きゆん/念掛(にんが)きーん：⼼がける。念頭に置く。志す。 
・肝誇(ちむふく)い：歓喜。⼼の喜び。 
・今物語(なまむぬがたい)：造語。「現在の物語」あるいは「新鮮な物語」の意で創作。「昔
物語(んかしむぬがたい)」がいわゆる物語、ストーリー、伝説、御伽噺の意。「物語(むぬが
たい)」は物を語ること、語らうこと、特に男⼥が愛について語ることを指す。 
・清(ちゅ)らさん：美しい。清潔である。また、「盛⼤である」、「霊⼒が⾼い」というニュ
アンスもある。 
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【語彙】 
・前予養⽣(めーかによーぞー)：病気の予防。前もって体に注意し養⽣すること。 
・揃(すり)ー座(ざ)：学問所。⾃習塾。学校以外の⺠家で、若者たちが勉強所とした場所。
本来学校以外の勉強場所のことだが、「⻄原⾼校」は建物名であってカリキュラムではない
と考える。 
・存分(ずぃんぶん)：知恵。分別。才能。 漢字は「⼈⽂」ではない。「存分」説が有⼒。 
・「ならーすん」と「ならーしみゆん」：どちらも「学ばさせる、教える」だが、「ならーす
ん」は、「(⼦供などが⾃発的には)学びたくないと思っているものを教える、教育する、し
つけする」、「ならーしみゆん」は「知りたいことを教える、⾃由に学ばせる」のニュアンス
がある。 
・「動詞終⽌形＋でぃち やん」構⽂：「〜するつもりだ」の意。 
・作(ちゅく)ゆん/作(ちゅく)ゆん：1. 制作する。製造する。2. 農業をする。3. 化粧する。



おめかしする。(顔を)作る。 
・体(からた)：からだ。KARATAと清⾳である。通常「胴(どぅー)」を⾝体の意で使うが、
こちらは同⾳異義語「⾃分」の意での⽤例も多いため避けた。 
・怪我(きが)：1. けが。負傷。2. 被害。損害。ここでは 2 の意味で⽤いる。 
・真肌(まふぁだ)：きれいな肌。理想的な肌。「真⽪」ではない。 
・持(む)ち為(な)し：1. 持ち⽅。⼿⼊れ。2. 世話。 
・場所(ばす)：1. 折、場合、際、時、機会。2. 場所。3. 理由、訳。 
・運動部：「部」を外来語として輸⼊し⻑⾳化させる⽅が⾃然と判断。 
・ぬばがゆん/ぬばがいん：ちょっと顔を出す。ちょっと⽴ち寄る。ちょっと覗く。 
・〇〇⽌(どぅ)み：「⾎⽌草(ちーどぅみぐさ)」「⼝⽌(くちどぅみ)」 
・根気(くんち) 取(とぅ)り返(けー)すん：元気を取り戻す。回復する。 
・胴柔(どぅーやふぁ)らさん：体が弱い。病弱である。 
・当(ʔ あ)たゆん/当(ʔ あ)たいん：多義語だが、ここでは「事にあたる」の意。「ʔ あたてぃ
どぅ すゆる：実際に体験してこそはじめてわかる」。 
・かじ 効(ち)ちゅん：効く。利き⽬がある。効果がある。「かじ」は意味不明語、単独では
使⽤しない。 
・確(しか)いとぅ：ちゃんと。しっかりと。「確(しか)っとぅ」よりややぞんざいな⾔い⽅。 
・夏負(なつぃま)き：夏負け。暑気あたり。暑い夏に体がやられること。「ふみちまき」と
も⾔う。 
・まふっくゎ：暑い真昼。照りつける夏の昼間。漢字は「真膨(まふく)ら」か？ 
⇨「夏(なつぃ)ぬ ばんじ：夏の真っ盛り」でも可。 
 


